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とにより，いずれも収量が倍加した。銅欠乏の徴侯は出

穂期直前まではなんら変化はないが，出穂期に至り甚し

いものは出穂せず，あるいは出すくみ状態となり，止葉

の先端より枯れこより状に巻く，または出穂しても白穂

となる。軽度のものは穂首より傾倒湾曲し穂は不稔が多

くなる。銅施用量の試験でも同様の結果で，銅の欠乏が

生育の関害要因であることが確認出来た。銅施用量につ

いては硫酸銅を10α当り4毎程度で充分と思われる。他

の要素についても欠乏が考えられるが，その効果は判然

としなく，銅と他の要素との関係も不明であった．

3　ポット試験の成績

tlI　只見川流域に分布する沼沢沼火山灰に由来する袋

原・千咲・′卜島原土壌はともに秋期より極端な苦土欠微

侯がみられた。これは銅施用区にもみられた症状で，以

後回復し出穂したが，銅無施用区で出穂したものはわず

かで，出穂しても不稔となり収僚皆無であった。しかし

銅の施用により綜合区に近い収量を示した。

（21那須，安達太郎火山系の土壌では（矢吹・西郷・

岳）生育も旺盛で区間の差は認められないが，収量は銅

施用の効果が若干認められた。磐梯山系の猪苗代土壌で

はその効果がないとみてよく，生育・収量ともにやや劣

った。
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（引　銅以外の要素についてみると千咲原が苦土欠が甚

しかった。上野原は強酸性のためで反応矯正が先決であ

った。

4　む　　す　　び

以上2カ年間の試験結果を要約すれば

1．銅欠乏の徴候は麦掛こ顕著である。しかも出穂期

前の判定が困難であるが，出穂期以後に徴侯が認められ

欠乏地では鍋施用によりその効果が生育・収量ともにが

著に現われる。

大豆では徴侯が判然としなく，収量も増加しなかっ

た。作物により効果（反応）が異なるようである。

2．銅単独の施用と他の要素との併用にはあまり差が

認められない。銅と他の要素との関係があるように思わ

れる。

3．銅施用量についてみると播構施用で10α当り硫酸

銅を数軸の施用で充分である。

4．本県における銅欠乏地帯は，只見川流域に分布す

る沼沢招火山に由来する火山灰土壌で欠乏は甚しいが，

那須，安達太良山系火山灰の欠乏は軽微で，銅施用によ

り効果が見られる土壌で潜在的に若干欠乏状態にある。

磐梯山系の土壌は非欠乏で効果のない土壌とみてよい。

牧草の生育におよぼす土壌管理の影響

第3報　施肥段階による土壌変化と植生との関係

山本　　毅・小笠原国雄・佐々木健治

（東北農試）

1ま　え　が　き

火山灰土壌における牧草の三要素試験，要素欠除試験

あるいは施肥に対するレスポンスなど各種の肥料試験

は，当研究室やそのほかでかなり広く行なわれ，草地の

造成の段階誌では，ある程度の基本的な栽培方法も明ら

かにされている。このような基礎研究をもとにして草地

を造成した場合，次には草地の維粗管理という面に色

々問題が生じてくるが，筆者らは草地を管理する過程に

おいて起る問題点を兄い出す目的で本試験を実施した。

そこで第1に，出来るだけ草を多く取るねらいで，施

肥量の段階を変えて牧草を栽培した場合の施肥による収

量の限界を見ることと．第2に多肥栽培した場合の土壌

の変化と植生との関係を解析することにした。以下生産

2カ年間の結果を報告する。

なお本試験は，東北農試畜産部飼料第2研究室と共同

で実施したもので，ここには土壌肥料関係のデータ一に

ついて報告する。

2　試　験　方　法

1試験場所と圃場の性質

東北農試厨川場内の火山灰土壌の熟畑で，第1層は0
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～55C潤と厚く．土性はロームでシルト含量高いが粘土は

7・5％と少なく，腐植含量21％とすこぶる富む埴壌土で

ある0燐酸吸収係数2600で燐酸が固定されやすく，有効

態燐酸は非常に少ない。置換性石灰が多く，PHは6前

後でやや中性に近い土壌である。

2　試験区の構成と施肥量

試験区と施肥量は第1表のとおりである。用いた肥料

の種軌は・Nは尿素。P205の基肥は過石と熔隣を半量

づつ・追肥は過石。K20は塩加で，燐酸と加里の追肥

は3～4回に分施した。

第1表　試験区ならびに年間施肥量（吻／10α）

注・多肥厩尿区は，化学肥料は多肥区と同量で，その他

に厩肥と牛尿を現物で4000毎／10α施用，牛尿は各
刈収時に分施。

施肥区には共通して基肥に珪カル現物で80毎／10α
施用。

3　■供試草種と試験鹿慎

草種はラジノクローリベーで，単・撒播。11′く4m×4

m，3連制

4　播種と刈取り

播種は昭和37年8月下旬で，刈川約は38年5月から行

なった。

施肥量の段階は，ラジノ単楢のため，窒素肥料は収遠

にあまり作用しないものと考え，各試験区に対して多肥

区は約2倍で・多肥蹴尿区は厩肥と牛尿に含まれる肥料

成分を含めると標肥区のほぼ4倍の施肥量である。

3　試　験　結　果

1年間刈取回数と生草収量

刈取方法は地上より5C舵部位から刈頼り，刈取時期は

各区とも草丈が30叫こ伸びたつと行なった。したがって

生育の悪い魚肥区は年間3～4回で，生育の良い多肥厩

媒区は6～7回刈取りを行なった。

生草収量は第1図のとおりである。1年目は，施肥区

では630～760軸／αでほぼ施肥量に応じて収量も多く

なっているが，厩肥と牛尿施用による増収は非常に少な

かった。1年日と2年目を比べると，無肥区では2年目
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第1図　年間生草収量および尉巴区に対する指数

の収鼠が低下しているが，施肥区では各区ともわずか増

収し，厩肥と牛尿の効果も2年日で明瞭に現われてい

るJ同園から標肥区の年間生草収量を100にした場合の

施肥段階による収量指数を見ると，無肥区は2年間とも

施肥区の半農以下の収量である。標肥以上の段階では，

1年日は多肥で18％，多肥厩尿で20％の増収を示し，2

年目ではそれぞれ9％，23％増となり各年次とも一応施

肥の段階に応じて収量も増加している。しかし施肥量は

標肥に対して2倍と4倍になっているのに対して，増収

率は10％と20％程度にとどまっており，当初期待したほ
ど収量は伸びなかった。

2　室内実験による肥量成分の無機化量

施用した肥料は土壌中で分解し，作物が利用出来る塾

態になって土壌中に保持されるが，施用量を変えること

により当然土壌中に保持される量もちがってくる。施用

量と保持される量の関係と，有機態である厩肥からの肥

料成分の無機化量を見るた桝こ，ビーカーに土壌を取

り・試験の施用相当量の化学肥料を添加した処理と．厩

肥だけを添加した3つの処理をして室内でイソキュべ－

トし・土壌中の肥料成分を定量し，結果を第2表に示し

たo P205・K20・MgOの各成分は，多肥相当＞標
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第2図　圃場における肥料成分の推移

肥相当＞無処理の順で．当然ながら添加量に

比例して土壌中の肥料成分も多くなっている

。CaOも同じ傾向を示しているが，もとも

と原土の含量が多いために，施肥の段階によ

る増加程度は他の成分より少なくなってい

る。厩肥からの無機化量を見ると，各成分と

も無処理より多く，明らかに土壌中に肥料成

分を補給している。成分別の無機化の絶対量

はK20が穀も多く　CaO・MgO・P205

の順で，これらの成分はいずれ厩肥の効果と

して現われるが，肥料成分補給の面からは原

土中に比較的少ないK20とP205の効果が

特に大きいと考えることが出来る。

3，圃場における肥料成分の推移

施肥を行なう過程における圃場での土壌中

の肥料成分の動きを見るため，各刈取りごと

に土壌を採取し，‾置換性塩基を追跡した。採

取した試料の位置は，表面撒布した肥料の下

への浸入程度を見るために，0～3e仇の表層

と，3～10C孤層の2層にわけた。結果は第2

回のとおりである。

まず試験区別の塩基の推移を見ると，0～

3e花の表層では各成分とも年間を通じて多肥

厩尿＞多肥＞標肥の順に成分量が多く．施肥

の段階による肥料成分含有量の差は明瞭であ

る。これに対し3～10cm層では，施肥の段階

による成分含量は0～3cm層とほぼ同じ傾向

を示すが，その差は非常に′トさく，標肥区と

多肥厩尿区ではあまり開きが見られなくなっ

ている。つまり0～3e瓜の表層では肥料を増

加するにしたがい土壌に蕃萬されているが，

jc澗以下の層ではその程度は少なくなってい

る。これは表面撒布した肥料は下層に移動（

混入）する電：が少なくほとんど表層だけに残

った結果と考えられる。

次に1番刈りと最終刈跡地の肥料成分の量

から年次における肥沃度の変化を見ると，0

～3e郡屑では各試験区の成分とも最終刈時が

増加しており，3～10㈹周では最終刈時がわ

ずかに減少している程度である。10cmまでの

層を総合して見れば，年次による肥沃度は各

試験区ともむしろ向上している向上を示して

いる。
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第2表　肥量成分の無機化（室内実験）m9／乾土100g

4，植物体の成分含有率およ

び年間成分吸収量

施肥段階と植物体の成分吸収

状況を見るために，各刈取りご

とに無機成分を分析し，その結

果を第3図に示した。なおこれ

らは1年日と2年目はほぼ同じ

傾向であったので，ここには2

年目の結果だけを示した。

年間の平均成分含有率を見る

と，N，K20，P205は魚肥

から尉巴の段階までほ著るしく

含有率が高くなっている。標肥

以上の段階でも含有率は高くな

っているが，その程度は非常に

少ない。CaOとMgOは施肥

量を増すにしたがし、含有率が低

下する傾向にある。

年間の成分吸収量は，やはり

無肥から尉巴の段階までは急激

に吸収量も増加している。標肥

以上の段階ではK20・Nおよ

びP205は明らかに施肥最を

増すにしたがい吸収量も多くな

っているが，P205は施肥の

段階による吸収量の増加の程度

は少ない。CaOとMgOは施

肥の攻膳によって含有率が低く

なっているため吸収量でもやは

り低くなっている。

すなわち施肥の段階による植

物体の成分含有率および吸収量

との関掛ま，標肥以上の段階で

は施肥による増加速度は少なく
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生草収量の頓向とほぼ一致している。

4　考　　　　　察

本試験において当初は施肥の段階により少なくとも30

％以上の増収を期待したが，10～20％の増収にとどまっ

た。

牧草は1年1作の普通作物と比べ，単位面頗当りの生

産量，速度ともにはるかに大きい作物であり，肥料成分

のパラソスが適正である場合は増施により，増収率が高

まる可能性の大きい作物である。施肥の増加量に対して

増収率が低い原因については種々考えられるが，ここで

は施肥管理の面からその原因を検討した。

第2表の室内実験からも明らかなように，施用した肥

料と有機物により施肥の段階に比例して土壌中の肥料成

分も多くなっている。しかし第2回に示したとおり実際

の圃場では，表面撒布した肥料は0～3C郡の表層だけに

残って下層にはあまり移動していない。その結果3～10

珊層では施肥段階による置換性塩基の増加の程度は0～

3e郡層より非常に少なくなっている。

塩基移動の磯作は，施肥による硝酸あるいは酸板が塩

基と結合し，降水による重力水とともに下層に移動する

ものであるが，本試験は豆科作物であるため，塩基の移

動に直接関与する窒素肥料の追肥は2年間行なわず，し

たがって移動は起りにくい条件であった。

施用した肥料の利用程度を見るために，施肥に対する

植物の吸収割合（便宜上表のような計算方法にした）を

算出し，第3表に示した。多収穫区は本試験とは別に実

施した年間1000軸／αの収量を得た試験区の結果である

が，これに比べると当試験の肥料の利用程度は特に低い

ことがうかがえる。このことは牧草の板は10C邦まではは

は均一に分布しているが，一方施用した肥料成分は愚の

利用する範囲（深さ）に浸入しておらず，したがって利

第3表　施肥量に対する吸収割合（％）
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K？O I CaO

多収穫区
標　肥　区
多　肥　区
多肥厩尿区

年間吸収量
年間施用量

用割合も低かったものと考えられる。牧草はさきにも記

したが，養分の収奪量は普通作物に毛ぺ著しく多い作物

であるが，本試験の施肥管理では施用した肥料が充分利

用出来ず，したがって施肥段階による増収程度は少なか

ったものと考えられる。

なお試験期間中テンショソメーターを埋設して土壌水

分の時期的な動きを追跡したが，作物の収量に影響する

ほどの専Z操は認められなかった。

5　む　　す　　び

畑作では一般に施用した肥料成分が土壌中で次第に下

層に移動して成分が不足し，それにともなって収量が下

る場合が多い。しかし窒素肥料の追肥を行なわず，燐

酸と加里を表面撒布する施肥管理では，肥料成分の下層

への移動は少なく．多肥栽培をしてもその利用割合は低

く，増収程度も低くなっている。すなちち多肥条件で牧

草を栽培する場合，作物が肥料成分を利用しやすい条件

を作ることが増収の大きな要因となるわけで，そのため

には追肥の方法の改善または当初からの土壌条件の改善

が虚要な間題である。以上多収をねらい多肥条件で豆料

牧草を栽培する場合．施肥管理の過程で生ずる問題点を

指摘したが，具体的な方法は今後検討する予定である。

馬鈴薯ウイルス病病徴の判定と品種間差異

第2報　C Mについ　て

土井健治郎・古沢　典夫・鎌田　信昭

（岩手県農試）

1まえかき　　　　昌‡完…誓讐三警孟憲這羞篭芸志望芸…芸
ゥィルス病は馬鈴掛こおいては極めて大きな問題であ　　重な審査が必要となっている。


